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まえがき

生物現象の数理的問題は数学者のみならず幅広い分野の関心を引き,数学の発展に寄与してきた。21世
紀は生物学生命科学の諸問題に関わる数学理論及び数理モデルの構築の更なる発展が期待されている。数
学は 他分野の更なる発展の可能性を生み出すだけではなく,他分野から良質な問題が提供されることに
より数学自体も大きく発展する学問である。この観点から,数学研究者には,生物学・生命科学の諸問題
に対する数学的基盤を整備し,同研究分野での数学の基礎的研究を発展させ,それらを生物現象の研究に
feedbackすることによって新しい生物学 生命科学研究及び数学研究を促進するという研究に対するイン
センティブを持ち続けられる機会が求められている。本共同研究では,数学研究者と生物学生命科学研究
者が一堂に会し,第一線で活躍する研究者により提供される最前線の話題をシードにした“現場”におけ
る討論により,異分野の研究者間で相互に刺激を与えるテーーマ,未解決問題を発掘すると同時に,生物学・
生命科学の分野における新しい知見の獲得,及び,新しい数理モデルの開発や解析の発展,新しい数学的概
念の構築を目的とし,数学研究者と他分野との分野融合研究の促進を図った。

2002-2004年に開催された“イノキ読み合宿セミナー”(幹事 齋藤保久),及び,2004-2005年に京都大
学数理解析研究所にて開催された「生物数学イノキ読み・研究交流」(研究代表者 齋藤保久)は,すべて,
本を読むだけにとどまらず様々な議論が飛交う場と成し,生物数学の研究に新たに提起される問題の発掘や
参加者同士の共同研究が発足するポテンノヤルの高いものであった。その肥沃な“土壌”に,生物現象から
とりあげた特定の問題とその数理モデル開発という‘ 種 ’をまくべく企画された 2006年度京都大学数理解
析研究所共同利用研究「新しい生物数学の研究交流プロジェクト Kyoto Winter School of Mathemancal
Biology」(研究代表者瀬野裕美)が,2006年 12月 11-15日に開催された。同研究では,本共同研究のス
ピリノトと同じく,多様なバノクグラウンドをもつ若手研究者が一堂に会し,共通の話題についての数理モ
デルの開発や解析が現場で行われるプログラムが実施された。参加予定者の多くが話題提供者と事前打合
せを行い,分野融合研究として,いくつかの新しい研究もスタートした。本共同研究の意義は,特定の問題
について数理モデルの開発や解析に関して討論を展開し,数学一軸分野融合研究の可能性を追求するとこ
ろにある。昨今,欧米で盛んに行われるようになった若手研究者対象の生物数学関連のスクール形式とはま
たひと味違う,研究レベルの出席者参加型の本プロジェクトは学際研究の発展に寄与できる新しい形態であ
り,本共同研究の大きな特色の一つである。
特に,本プロジェクトでは,生物学と数学の両分野において重要な概念である「タイムスケール」をキー
ワードの”’一一・’つにして,未解決問題を発掘し,生物学 生命科学の分野における新しい知見の獲得のための
理論的手がかりの創成,及び,新しい数理モデルの開発や解析技術の発展に寄与するためのプログラムに
取り組んだ。参加者は下記の総量 v・一ガナイズドセノンヨンにおいて基調講演および,その内容に関連す
る文献の集中 (“イノキ読み”)セミナー [参加者による文献分析研究]を行った。参加者各自が講義内容

を集中的に理解し合うことにより,参加者同士の密な研究交流を促し,最前線の話題に潜む新たな問題の
“匂い”を嗅ぎ取ろうという試みである。その後,参加者が数グループに別れ,各グループで首脳ガナイズ
ドセノションの内容をシードにして新たな問題の発掘を行い,その問題に対する数理モデルの開発および解
析に関する議論を行った。最終日には,各グル taプによる成果発表を行った。それらの研究成果がこの講究
録に綴られている。

【セソション企画者および内容】

高田壮則 (北海道大)植物特有の現象のモデリング

吉川 満 (関西学院大) タイムスケールの違いが個体群動態に及ぼす影響

梯 正之 (広島大)理論疫学一感染症流行の個体群動態モデルによる研究のこれまでと今後の課題



齋藤保久 (慶北国立大 [韓国])個体群動態モデルの数学および時間遅れ

中丸麻由子 (東京工業大)他の生物では見られない人間特有の社会行動・社会現象をどうモデル化してい

くのか?

これらのセノンヨンの後のグループディスカノンヨンにより 検討された研究課題は以下の通りである

● 相手に関する情報を得る事は有利か?ゲーム理論による試論

・ 癌因子制御の数理モデルー副作用のない薬をめざして

・ ササは本当に強いのか一一斉枯死を考慮したササの個体群モデル

・ 相互作用構造は異なる毒性進化を促進するか?感染症ダイナミクスの構造による病原性進化に関
する試論

● 季節型を考慮した個体群動態 時間間欠的な餌一捕食者系ダイナミクスに対するハイブリソドモデ
ルの検討

● 時間遅れを考慮した CO2排出量規制戦略に関する数理モデルの検討

いずれの研究課題も,独創性の認められる新しい数理的な問題を提供するものであり,それらが数学,生物
学,数理生物学に関わる若手研究者らの交流によって発展されたことは大変に意義深い。本講究録の内容か
ら新しい研究がさらに展開されるならばそれほど喜ばしいことはない。

研究代表者 瀬野裕美 (広島大学)

運営幹事 齋藤保久 (慶北国立大学 [韓国])
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